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(57)【要約】
【課題】スプール軸の小径化により回り止めピンを小径
化しても回り止めピンの強度を確保できるようにする。
【解決手段】スプール連結構造６５は、ピン挿入部８ｄ
と、回り止めピン５０と、抜け止め部材５１と、係合溝
２４ｃと、を備えている。ピン挿入部は、スプール軸に
径方向に貫通して形成された貫通孔８ｃを有している。
回り止めピンは、第１端に設けられた第１回り止め部５
０ａと、嵌合部５０ｂと、第２回り止め部５０ｃと、を
有している。嵌合部は、第１回り止め部に隣接して配置
されている。第２回り止め部は、嵌合部から第２端に向
かって延びピン挿入部より大径である。抜け止め部材は
、第１回り止め部の外周側に配置され、スプール軸に接
触可能な軸方向長さを有している。係合溝は、スプール
のスプール軸貫通部分にスプール軸の直径に沿って形成
され、第２回り止め部に係合する溝幅を有する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スピニングリールのスプールを貫通するスプール軸に、前記スプールを回り止めして連
結するスピニングリールのスプール連結構造であって、
　前記スプール軸に直径に沿って貫通して形成された貫通孔を有するピン挿入部と、
　第１端に設けられた第１回り止め部と、前記第１回り止め部に隣接して配置され前記ピ
ン挿入部に嵌合する長さを有する嵌合部、及び前記嵌合部から第２端に向かって延び前記
ピン挿入部より大径の第２回り止め部、を有する回り止めピンと、
　前記第１回り止め部の外周側に配置され、前記スプール軸に接触可能な軸方向長さを有
し、前記回り止めピンを前記スプール軸に対して抜け止めする抜け止め部材と、
　前記スプールの前記スプール軸貫通部分に前記スプール軸の直径に沿って形成され、前
記第２回り止め部に係合する溝幅を有する回り止め溝と、
を備えたスピニングリールのスプール連結構造。
【請求項２】
　前記第１回り止め部は、前記嵌合部と同じ直径を有する、請求項１に記載のスピニング
リールのスプール連結構造。
【請求項３】
　前記抜け止め部材は、前記回り止め溝に係合する外径を有する、請求項１又は２に記載
のスピニングリールのスプール連結構造。
【請求項４】
　前記抜け止め部材は、前記第１回り止め部の外周側に装着可能なコイルバネを有する、
請求項１から３のいずれか１項に記載のスピニングリールのスプール連結構造。
【請求項５】
　前記回り止めピンは、前記第１回り止め部の前記第１端側に形成された環状溝をさらに
有し、
　前記コイルバネの前記第１端側の端部は、前記環状溝に係止可能に小径に形成されてい
る、請求項４に記載のスピニングリールのスプール連結構造。
【請求項６】
　前記スプール軸の外周面に嵌合し、前記ピン挿入部に連通する抜け止め孔が形成された
スリーブをさらに備える、請求項１から５のいずれか１項に記載のスピニングリールのス
プール連結構造。
【請求項７】
　前記スプールは、釣り糸が巻き付けられる糸巻胴部と、前記糸巻胴部の内周側に設けら
れた筒状のボス部と、を有し、
　前記回り止め溝は、前記ボス部の一端面に直径に沿って形成された溝である、請求項１
から６のいずれか１項に記載のスピニングリールのスプール連結構造。
【請求項８】
　前記スプールは、釣り糸が巻き付けられる糸巻胴部と、前記糸巻胴部の内周側に設けら
れた筒状のボス部と、を有するスプール本体と、
　前記スプール本体の前記ボス部を回転自在に支持するように前記スプール軸に装着され
る筒状部材と、を有し、
　前記回り止め溝は、前記筒状部材の一端面に直径に沿って形成された溝である、請求項
１から６のいずれか１項に記載のスピニングリールのスプール連結構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、連結構造、特に、スピニングリールのスプールを貫通するスプール軸に、ス
プールを回り止めして連結するスピニングリールのスプール連結構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　スプール軸の先端にスプールを回り止めし、スプールをスプール軸に一体回転可能又は
回転不能に連結するスピニングリールのスプール連結構造が従来知られている。例えば、
レバーブレーキ型のスピニングリールやリアドラグ型のスピニングリールには、スプール
軸の先端にスプールが回り止めされて連結されているものがある（例えば、特許文献１参
照）。
【０００３】
　従来のスプール連結構造は、スプール軸に径方向に貫通して形成された貫通孔に回り止
めピンを着脱可能に挿入して回り止めを行っている。具体的には、スプール軸が貫通する
スプールのボス部に直径に沿って回り止め溝を形成し、回り止め溝に回り止めピンの外周
面を係合させて回り止めしている。回り止めピンには、抜け止めのための大径の鍔部が途
中に形成されている。また、回り止めピンには、スプール軸を挟んで鍔部と逆側に抜け止
め用のＯリングが装着されている。Ｏリングは、概ねスプール軸に接触可能な位置に装着
されている。Ｏリングは、軸方向の移動を防止するために、回り止めピンの外周面にスプ
ール軸の外周面に近接可能に形成された環状溝に装着されている。
【０００４】
　このような構成のスプール連結構造では、魚が掛かって釣り糸に大きな張力が作用し、
スプールに回転方向の大きな力が作用すると、スプール軸が回転しにくい場合、回り止め
ピンのスプール軸との境界部分に大きなせん断力が作用する。例えば、ロータを制動可能
なレバーブレーキ型のスピニングリールの場合、釣り糸に大きな張力が作用し、かつロー
タが制動されている場合、回り止めピンに大きなせん断力が作用する。また、リアドラグ
型のスピニングリールの場合、ドラグ力を大きくさせてスプール軸を回転しにくくした場
合に釣り糸に大きな張力が作用すると、回り止めピンに大きなせん断力が作用する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】実用新案登録第２６０３１２３号公報（図１０）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　スピニングリールの小型化を図るためにスプール軸を小径化することが要望されている
。スプール軸を小径化すると、回り止めピンも小径化しなければ、スプール軸の外径に対
する貫通孔の内径の比率が大きくなり、貫通孔の周りの肉厚が薄くなり、スプール軸の強
度を確保できない。小径化された回り止めピンのスプール軸外周面にせん断力が作用する
と、環状溝形成部分で応力集中が生じて回り止めピンの強度を確保しにくい。
【０００７】
　本発明の課題は、スプール軸の小径化により回り止めピンを小径化しても回り止めピン
の強度を確保できるようにすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　発明１に係るスピニングリールのスプール連結構造は、スピニングリールのスプールを
貫通するスプール軸に、スプールを回り止めして連結する構造である。スプール連結構造
は、ピン挿入部と、回り止めピンと、抜け止め部材と、回り止め溝と、を備えている。ピ
ン挿入部は、スプール軸に径方向に貫通して形成された貫通孔を有している。回り止めピ
ンは、第１端に設けられた第１回り止め部と、嵌合部と、第２回り止め部と、を有してい
る。嵌合部は、第１回り止め部に隣接して配置されピン挿入部に嵌合する長さを有してい
る。第２回り止め部は、嵌合部から第２端に向かって延びピン挿入部より大径である。抜
け止め部材は、回り止めピンをスプール軸に対して抜け止めする。抜け止め部材は、第１
回り止め部の外周側に配置され、スプール軸に接触可能な軸方向長さを有している。回り
止め溝は、スプールのスプール軸貫通部分にスプール軸の直径に沿って形成され、第２回
り止め部に係合する溝幅を有する。
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【０００９】
　このスプール連結構造では、スプール軸のピン挿入部に回り止めピンを第１回り止め部
がある第１端側から挿入する。すると、大径の第２回り止め部と嵌合部との段差部分がス
プール軸の外周面に接触して回り止めピンの位置決めがなされる。この状態では第１端側
の第１回り止め部がピン挿入部から突出している。この突出した第１回り止め部に抜け止
め部材を装着し、回り止めピンを抜け止めする。スプール軸に回り止めピンを装着した状
態でスプール軸にスプールを装着すると、スプールの回り止め溝が回り止めピンに係合し
てスプールがスプール軸に回り止めして連結される。
【００１０】
　ここでは、回り止めピンの第１回り止め部に抜け止め部材を装着して回り止めピンを抜
け止めしている。このため、回り止めピンにおいて、せん断力が発生するスプール軸の外
周面の近傍に、抜け止めのための環状溝を形成する必要がなくなる。この結果、回り止め
ピンを小径化しても回り止めピンの強度を確保できるようになる。
【００１１】
　発明２に係るスピニングリールのスプール連結構造は、発明１に記載の構造において、
第１回り止め部は、嵌合部と同じ外径を有する。この場合には、嵌合部と第１回り止め部
とが同じ外径であるので、第１回り止め部を嵌合部より小径する場合に比べてさらに回り
止めピンの強度を確保できる。
【００１２】
　発明３に係るスピニングリールのスプール連結構造は、発明１又は２に記載の構造にお
いて、抜け止め部材は、回り止め溝に係合する外径を有する。この場合には、回り止め溝
に係合する外径を抜け止め部材が有しているので、スプールががたつきにくくなる。
【００１３】
　発明４に係るスピニングリールのスプール連結構造は、発明１から３のいずれかに記載
の構造において、抜け止め部材は、第１回り止め部の外周側に装着可能なコイルバネを有
する。この場合には、コイルバネの一端を抜け止めして他端を自由長さ又は圧縮させてス
プール軸に接触させることにより回り止めピンを抜け止めできる。
【００１４】
　発明５に係るスピニングリールのスプール連結構造は、発明４に記載の構造において、
回り止めピンは、第１回り止め部の第１端側に形成された環状溝をさらに有し、コイルバ
ネの第１端側の端部は、環状溝に係止可能に小径に形成されている。この場合には、せん
断力が作用しない第１端側に環状溝を形成しているので、環状溝を形成しても小径の回り
止めピンの強度を確保して抜け止め部材を環状溝により抜け止めできる。
【００１５】
　発明６に係るスピニングリールのスプール連結構造は、発明１から５のいずれかに記載
の構造において、スプール軸の外周面に嵌合し、ピン挿入部に連通する抜け止め孔が形成
されたスリーブをさらに備える。この場合には、スプール軸を小径化しても、大径のスプ
ール軸に適応するスプールを連結可能になり、大径のスプール軸用のスプールとの互換性
を確保できる。
【００１６】
　発明７に係るスピニングリールのスプール連結構造は、発明１から６のいずれかに記載
の構造において、スプールは、釣り糸が巻き付けられる糸巻胴部と、糸巻胴部の内周側に
設けられた筒状のボス部と、を有している。回り止め溝は、ボス部に直径に沿って形成さ
れた溝である。この場合には、スプールとスプール軸とを一体回転可能又は回転不能に連
結できる。
【００１７】
　発明８に係るスピニングリールのスプール連結構造は、発明１から６のいずれかに記載
の構造において、スプールは、スプール本体と、筒状部材と、を有している。スプール本
体は、釣り糸が巻き付けられる糸巻胴部と、糸巻胴部の内周側に設けられた筒状のボス部
と、を有している。筒状部材は、スプール本体のボス部を回転自在に支持するようにスプ
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ール軸に装着される。回り止め溝は、筒状部材に直径に沿って形成された溝である。この
場合には、スプール本体と筒状部材とが相対回転可能になるため、スプール本体と筒状部
材との間にフロントドラグ機構を設けることができる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、回り止めピンの第１回り止め部に抜け止め部材を装着して回り止めピ
ンを抜け止めしている。このため、抜け止めのための環状溝をせん断力が発生するスプー
ル軸の外周面の近傍に形成する必要がなくなる。この結果、回り止めピンを小径化しても
回り止めピンの強度を確保できるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の第１実施形態を採用したスピニングリールの側面断面図。
【図２】そのスプール周辺の断面拡大図。
【図３】そのスプール連結構造の分解斜視図。
【図４】そのスプール連結構造の断面拡大図。
【図５】図４のＶ－Ｖ断面図。
【図６】第２実施形態の図２に相当する図。
【図７】その図３に相当する図。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　＜第１実施形態＞
　＜全体構成＞
　本発明の第１実施形態を採用したスピニングリールは、図１に示すように、釣り竿の長
手方向に沿う第１軸Ｘ回りに釣り糸を巻き取るレバーブレーキ型のリールである。スピニ
ングリールは、ハンドル１を備えたリール本体２と、リール本体２の前部に第１軸Ｘ回り
に回転自在に支持されたロータ３と、ロータ３の前部に配置された釣り糸を巻き取るスプ
ール４とを備えている。
【００２１】
　リール本体２は、例えばマグネシウム合金製である。リール本体２は、図１に示すよう
に、釣り竿に装着される前後に長い竿装着部２ｃと、竿装着部２ｃと間隔を隔てて配置さ
れたリールボディ２ａと、竿装着部２ｃとリールボディ２ａとを連結する脚部２ｂとを有
している。リールボディ２ａは、内部に機構装着空間を有し、脚部２ｂと一体形成され側
部が開口している。リールボディ２ａの開口は、蓋部材（図示せず）により塞がれている
。リールボディ２ａの前部には、取付フランジ付きの金属製の筒状の取付部材２ｅが装着
されている。なお、第１実施形態では、脚部２ｂがリールボディ２ａと一体形成されてい
るが、蓋部材と一体形成されていてもよい。
【００２２】
　リールボディ２ａの内部には、ロータ駆動機構５と、レバーブレーキ機構６と、オシレ
ーティング機構２０とが設けられている。ロータ駆動機構５は、ハンドル１に連動してロ
ータ３を回転させるための機構である。レバーブレーキ機構６は、ロータ３の糸繰り出し
方向の回転（逆転）を制動するための機構である。オシレーティング機構２０は、ハンド
ル１の回転に連動してスプール軸８を介してスプール４を前後に往復移動させる機構であ
る。
【００２３】
　ロータ３は、例えばマグネシウム合金製であり、リール本体２に回転自在に支持されて
いる。ロータ３は、円筒部３ａと、円筒部３ａの側方に互いに対向して設けられた第１ア
ーム部３ｂ及び第２アーム部３ｃとを有している。円筒部３ａの前壁３ｄの中央部には後
述するスプール軸８及びピニオンギア１２が貫通するボス部３ｆが形成されている。第１
アーム部３ｂの先端と第２アーム部３ｃの先端とには、ベールアーム９が揺動自在に設け
られている。このベールアーム９により釣り糸がスプール４に案内される。
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【００２４】
　＜スプールの構成＞
　スプール４は、例えばアルミニウム合金製のものである。スプール４は、ロータ３の第
１アーム部３ｂと第２アーム部３ｃとの間に配置されている。スプール４は、スプール４
を貫通するスプール軸８に対して、ワンタッチ着脱機構４８によりワンタッチで着脱自在
である。また、スプール４は、スプール連結構造６５により、スプール軸８の先端部に回
り止めして連結されている。
【００２５】
　スプール軸８は、例えば、直径が同じサイズの従来のスピニングリールのスプール軸よ
り外径が小さい軸である。第１実施形態では、例えばスプール軸８の外径は、４ｍｍであ
り、また、従来のスプール軸の直径は、例えば４．５ｍｍである。スプール軸８は、図２
に示すように、先端に形成されたテーパ面８ａと、テーパ面８ａの後方に形成された環状
の抜け止め溝８ｂと、を有している。また、スプール軸８の抜け止め溝８ｂの後方には、
直径に沿って貫通して形成された貫通孔８ｃを有するピン挿入部８ｄが設けられている。
ピン挿入部８ｄの貫通孔８ｃには、回り止めピン５０が着脱可能に嵌合している。
【００２６】
　スプール４は、図２及び図３に示すように、スプール本体２２と、スプール本体２２に
装着されたフロントドラグ機構２３と、スプール本体２２が回転自在に装着されたスプー
ル筒部（筒状部材の一例）２４と、を有している。スプール本体２２は、筒状の糸巻胴部
２２ａと、糸巻胴部２２ａの後端部に糸巻胴部２２ａより大径に形成された筒状のスカー
ト部２２ｂと、糸巻胴部２２ａの前部に前方に傾斜して形成されたフランジ部２２ｃとを
有している。
【００２７】
　糸巻胴部２２ａは、径方向内方に延びる装着円板部２２ｅと、装着円板部２２ｅの内周
側に一体形成された装着筒部（ボス部の一例）２２ｆとを有している。装着円板部２２ｅ
の後面には、ドラグ作動時に発音する後述するドラグ発音機構５６の爪部材８２が揺動自
在に装着されている。装着円板部２２ｅの前面には、フロントドラグ機構２３を収納する
ドラグ収納筒部２２ｇが前方に突出して形成されている。ドラグ収納筒部２２ｇには、後
述する摩擦部５８の第２ドラグ座金６７を回り止めのためのスリット２２ｈが周方向に間
隔を隔てて１又は複数（例えば２つから４つ）形成されている。装着筒部２２ｆは、スプ
ール筒部２４に回転自在に装着されている。
【００２８】
　フランジ部２２ｃの外周面には、先広がりのテーパ面を有する整流部材２２ｄが装着さ
れている。整流部材２２ｄは、キャスティング時に釣り糸をバックラッシュすることなく
スムーズに繰り出せるようにするために設けられている。整流部材２２ｄは、フランジ固
定部材２５によりフランジ部２２ｃに固定されている。フランジ固定部材２５は、整流部
材２２ｄを押圧するテーパ状の押圧部２５ａと、押圧部２５ａから後方に延びる第１筒部
２５ｂと、第１筒部２５ｂの後部に径方向内方に突出して形成された円板部２５ｃと、円
板部２５ｃから後方に延びる第２筒部２５ｄとを有している。この第２筒部２５ｄが糸巻
胴部２２ａの内周面にネジ込こみ固定されている。また、第２筒部２５ｄにフロントドラ
グ機構２３を抜け止めする抜け止めバネ２６が装着される凹部２５ｅが形成されている。
【００２９】
　スプール筒部２４は、従来の４．５ｍｍの直径のスプール軸にも装着可能な内径を有し
ている。スプール筒部２４は、図３及び図５に示すように、中間部の外周面に互いに平行
に対向して配置された面取り部２４ａを有している。また、図３、図４及び図５に示すよ
うに、スプール筒部２４の後端部２４ｂは大径に形成されており、そこには、回り止めピ
ン５０が係合する係合溝（回り止め溝の一例）２４ｃが直径に沿って形成されている。係
合溝２４ｃは、従来の回り止めピンとの互換性を維持するために従来の回り止めピンの外
径に係合可能な溝幅を有している。スプール筒部２４は、回り止めピン５０により回転不
能にスプール軸８に装着されている。
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【００３０】
　スプール筒部２４の前端部の外周面には、ドラグ調整のための雄ネジ部２４ｄが設けら
れている。雄ネジ部２４ｄの後方には、ワンタッチ着脱機構４８の後述する板ばね７７及
び抜け止め板７８を装着するための装着溝２４ｅが形成されている。装着溝２４ｅは、ス
プール筒部２４の内周面まで切り欠くように断面がＤ字状に形成されている。スプール筒
部２４の後部外周面には、後端部２４ｂに接触してドラグ発音機構５６の円板部材８０が
回転不能に装着されている。円板部材８０は、回り止めピン５０に接触して後方への移動
が規制されている。これにより、スプール本体２２の後方への移動が規制される。円板部
材８０と装着円板部２２ｅとの間には、図４に示すように、スプール本体２２のスプール
軸方向の位置調整のための合成樹脂製の複数枚（例えば３枚）のスプールワッシャ８１が
装着されている。このスプールワッシャ８１は、後方からの液体の浸入を防止するシール
機能を有している。スプール筒部２４の先端側内周面には、ワンタッチ着脱機構４８が装
着されている。
【００３１】
　ワンタッチ着脱機構４８は、図３に示すように、スプール筒部２４の内部に前後移動自
在に装着されたプッシュボタン７６と、板バネ７７と、板バネ７７とプッシュボタン７６
との間に配置される抜け止め板７８と、を有している。プッシュボタン７６は、概ね有底
筒状の部材であり、後述するフロントドラグ機構２３の操作部材６０から前方に突出して
いる。プッシュボタン７６は、コイルバネの形態の押圧バネ７９により前方に付勢されか
つスプール筒部２４に対して抜け止めされている。プッシュボタン７６の基端側には、板
ばね７７抜け止め板７８を移動させるための先細りのカム突起７６ａが形成されている。
抜け止め板７８は、板ばね７７板バネ７７により、スプール筒部２４の径方向内方に付勢
されている。板ばねは、概ねＤ字状にバネ板材を折り曲げて形成されている。板バネ７７
は、スプール筒部２４の装着溝２４ｅに係合する円弧状に湾曲した１対の第１係合部７７
ａと、第１係合部７７ａの間で凸に折り曲げられた第２係合部７７ｂと、有している。第
２係合部７７ｂとプッシュボタン７６のカム突起７６ａとの間に抜け止め板７８が配置さ
れ、スプール軸８の環状の抜け止め溝８ｂに係脱する。抜け止め板７８は、装着溝２４ｅ
に係合する両端に配置された１対の第１部分７８ａと、第１部分７８ａの間に配置され、
抜け止め溝８ｂに係合する第２部分７８ｂと、を有するＣ字形状の板状部材である。抜け
止め板７８は、プッシュボタン７６を押圧したときに、カム突起７６ａに係合して径方向
に移動し、板バネ７７の第２係合部７７ｂを均一に径方向に移動させる。これにより、板
ばね７７を安定して変位させることができる。抜け止め板７８の第２部分７８ｂをプッシ
ュボタン７６の押圧操作により抜け止め溝８ｂから離脱させることによりスプール４をス
プール軸８から取り外すことができる。また、スプール４をスプール軸８に装着すると、
板ばね７７の付勢力に抗して抜け止め板７８がスプール軸８の先端のテーパ面８ａに沿っ
て径方向外方に移動し、抜け止め溝８ｂに至ると、抜け止め板７８が板バネ７７の付勢力
により抜け止め溝８ｂに係止される。
【００３２】
　回り止めピン５０は、図３、図４及び図５に示すように、第１端に設けられた第１回り
止め部５０ａと、嵌合部５０ｂと、第２回り止め部５０ｃと、を有している。第１回り止
め部５０ａの先端部には、抜け止め部材５１を係止する環状溝５０ｄが形成されている。
嵌合部５０ｂは、第１回り止め部５０ａに隣接して配置されピン挿入部８ｄに嵌合する長
さを有している。嵌合部５０ｂは、第１実施形態では、第１回り止め部５０ａと同じ直径
を有している。第２回り止め部５０ｃは、嵌合部５０ｂから第２端に向かって延びており
、ピン挿入部８ｄより大径である。第２回り止め部５０ｃは、係合溝２４ｃに係合する外
径を有している。第２回り止め部５０ｃは、回り止めピン５０をピン挿入部８ｄに装着し
たとき、嵌合部５０ｂとの段差部分でスプール軸８の外周面に接触する。この第２回り止
め部５０ｃの外径は、従来の回り止めピンと同じ外径であり、従来のスプールの係合溝に
係合可能な外径である。
【００３３】
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　第１回り止め部５０ａの外周側には、第２回り止め部５０ｃとスプール軸８を挟んで配
置された抜け止め部材５１が装着されている。抜け止め部材５１は、回り止めピン５０を
スプール軸８に対して抜け止めするものである。抜け止め部材５１は、係合溝２４ｃに係
合する外径と、第１回り止め部５０ａの外周面に嵌合する内径とを有している。したがっ
て、抜け止め部材５１の外径は、第２回り止め部５０ｃと実質的に等しい。抜け止め部材
５１は、第１実施形態では、例えば一端に小径の装着部５１ｂが形成されたコイルバネ５
１ａである。装着部５１ｂは環状溝５０ｄに係止されている。これにより、抜け止め部材
５１が回り止めピン５０に対して抜け止めされる。抜け止め部材５１は、スプール軸８の
外周面に接触可能な軸方向長さを有している。第１実施形態では、抜け止め部材５１の他
端は、スプール軸８の外周面に僅かに圧縮した状態で接触している。
【００３４】
　スプール軸８とスプール筒部２４との間には、直径が４．５ｍｍの従来のスプール軸と
の互換性を確保するためにスリーブ５２が装着されている。スリーブ５２は、スプール筒
部２４の内周面にすきま嵌めで嵌合する外周面と、スプール軸８の外周面にすきま嵌めで
嵌合する内周面とを有している。スリーブ５２のロータ３に接近する後部には、回り止め
ピン５０の第２回り止め部５０ｃ及び抜け止め部材５１が通過可能な通過孔５２ａが直径
に沿って形成されている。この通過孔５２ａを回り止めピン５０及び抜け止め部材５１が
通過するため、スリーブ５２を抜け止めできる。このスリーブ５２により、従来のスプー
ル軸に装着されるスプールをスプール軸８に装着でき、従来のスプールとの互換性を図る
ことができる。
【００３５】
　スプール連結構造６５は、上述したスプール軸８のピン挿入部８ｄと、回り止めピン５
０と、抜け止め部材５１と、係合溝２４ｃと、により構成されている。
【００３６】
　フロントドラグ機構２３は、図２及び図３に示すように、ドラグ調整部５７と、ドラグ
調整部５７により摩擦力が調整される摩擦部５８とを有している。ドラグ調整部５７は、
スプール筒部２４に螺合する操作部材６０と、操作部材６０により押圧され摩擦部５８を
押圧する押圧部材６１とを有している。
【００３７】
　図２及び図３に示すように、概ね鍔付き円筒形状の部材である操作部材６０は、直径に
沿って突出するつまみ突起６０ａを有するつまみ把手６０ｂと、つまみ把手６０ｂが固定
されたつまみフランジ部６０ｃとを有している。つまみ把手６０ｂの中心には、図２示す
ように、スプール筒部２４の雄ネジ部２４ｄに螺合するナット６２が一体回転可能かつ軸
方向移動自在に装着されている。なお、図２では、ナット６２は、第１軸Ｘの上側に対し
て下側が、押圧力が強くなるように図２右側に移動して描かれている。ナット６２と押圧
部材６１との間には、ドラグ力を滑らかに調整するためのコイルバネの形態の調整バネ６
３が圧縮状態で装着されている。押圧部材６１は、スプール筒部２４に回転不能かつ軸方
向移動自在に装着されている。押圧部材６１は操作部材６０に回転自在かつ脱落不能に連
結されている。押圧部材６１と、スプール本体２２の内周部（例えばフランジ固定部材２
５の第２筒部の内周面）との間には、スプール本体２２とドラグ調整部５７との隙間をシ
ールする第１シール部材８４が装着されている。押圧部材６１の後部には、押圧部材６１
とスプール筒部２４との隙間をシールする第２シール部材８５が、例えばインサート成形
又はアウトサート成形等の一体成形技術により一体形成されている。これらの第１シール
部材８４、第２シール部材８５及びスプールワッシャ８１により、スプール４の着脱の如
何にかかわらず、摩擦部５８への液体の浸入を防止できる。操作部材６０と押圧部材６１
との間には、操作部材６０を回してドラグ調整する時に発音するドラグつまみ発音機構６
４が装着されている。
【００３８】
　摩擦部５８は、押圧部材６１と、スプール本体２２の装着円板部２２ｅとの間に装着さ
れている。摩擦部５８は、スプール筒部２４の面取り部２４ａに回転不能に装着された、
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第１ドラグ座金６６ａ及び第３ドラグ座金６６ｂと、糸巻胴部２２ａに一体回転可能に装
着された耳付きの第２ドラグ座金６７と、を有している。第１ドラグ座金６６ａと第２ド
ラグ座金６７との間及び第２ドラグ座金６７と第３ドラグ座金６６ｂとの間には、ドラグ
ディスク６８ａがそれぞれ装着されている。また、第１ドラグ座金６７ｂと装着円板部２
２ｅとの間には、ドラグディスク６８ｂが装着されている。第２ドラグ座金６７は、図３
に示すように、径方向に突出する１又は複数（例えば４つ）の耳部６７ａを有している。
耳部６７ａは、前述した糸巻胴部のスリット２２ｈに係止される。なお、フランジ固定部
材２５は糸巻胴部２２ａにネジ込まれているとともに接着されている。これにより、振動
によりフランジ固定部材２５が緩むことがない。摩擦部５８は、フランジ固定部材２５の
凹部２５ｅに装着された抜け止めバネ２６により抜け止めされている。これにより、操作
部材６０をスプール筒部２４から外しても摩擦部５８は脱落しない。
【００３９】
　ロータ駆動機構５は、図１に示すように、ハンドル１が一体回転可能に固定されたマス
ターギア軸１０とともに回転するマスターギア１１と、このマスターギア１１に噛み合う
ピニオンギア１２とを有している。マスターギア軸１０は、リール本体２に回転自在に支
持されている。ピニオンギア１２は筒状に形成されており、ピニオンギア１２の前部１２
ａはロータ３のボス部３ｆを貫通してスプール４側に延びている。ピニオンギア１２の前
部１２ａで、ロータ３はナット１３によりピニオンギア１２に一体回転可能に固定されて
いる。ピニオンギア１２は、前部と中間部とで軸受１４ａ、１４ｂによりリールボディ２
ａに回転自在に支持されている。ナット１３は、リテーナ３６により緩み止めされている
。またナット１３は、軸受１３ａによりスプール軸８に接触している。これにより、ピニ
オンギア１２の内周面とスプール軸８の外周面との間に隙間を形成している。リテーナ３
６には、第３シール部材３６ｂが装着されており、スプール軸８とピニオンギア１２との
隙間からの液体の浸入を防止している。
【００４０】
　オシレーティング機構２０は、図１に示すように、トラバースカム式のものであり、ピ
ニオンギア１２に噛み合う中間ギア２０ａと、リールボディ２ａにスプール軸８と平行な
軸回りに回転自在に装着された螺軸２０ｂと、螺軸２０ｂの回転により前後移動するスラ
イダ２０ｃとを有している。スライダ２０ｃにスプール軸８の後端部が回転不能かつ軸方
向移動不能に取り付けられている。
【００４１】
　ドラグ発音機構５６は、図２に示すように、ドラグ作動時にスプール４とスプール軸８
とが相対回転することにより発音する機構である。ドラグ発音機構５６は、スプール軸８
に回転不能なスプール筒部２４に回転不能に固定された円板部材８０と、スプール４の装
着円板部２２ｅに揺動自在に装着された爪部材８２と、爪部材８２を中立位置に付勢する
付勢部材８３とを有している。
【００４２】
　レバーブレーキ機構６は、図１に示すように、制動部１６と、制動部１６の制動力を調
整操作するための制動レバー１７と、制動レバー１７を竿装着部２ｃから離反する方向に
付勢するコイルバネ１９と、制動レバー１７により所定制動状態と制動解除状態とに切換
可能な所定制動部（図示せず）とを有している。制動レバー１７は、リール本体の脚部２
ｂに揺動自在に装着されている。
【００４３】
　制動部１６は、制動レバー１７の先端が圧接されて制動される筒状の制動部本体３１と
、ロータ３の糸繰り出し方向の回転を制動部本体３１に伝達する爪式のワンウェイクラッ
チ３２とを有している。
【００４４】
　制動レバー１７を竿装着部２ｃに接近する方向に操作すると、制動レバー１７により制
動部本体３１が制動されてロータ３の糸繰り出し方向の回転が操作力に応じて制動される
。また、制動レバー１７を竿装着部２ｃから離反する方向に操作すると、所定制動部の作
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用により制動部本体３１が予め設定された制動力で制動される。
【００４５】
　＜リールの動作及び操作＞
　キャスティング時にはベールアーム９を糸開放姿勢側に倒し、キャスティングすること
により、スプール４の外周から釣り糸が繰り出される。糸巻取時には、ハンドル１を糸巻
き取り方向に回転させると、ベールアーム９が図示しない戻し機構により糸巻き取り姿勢
に戻る。ハンドル１の回転力は、マスターギア軸１０、マスターギア１１を介してピニオ
ンギア１２に伝達される。ピニオンギア１２に伝達された回転力は、ピニオンギア１２の
前部１２ａを介してロータ３に伝達される。このときロータ３は糸巻き取り方向に回転す
るので、ワンウェイクラッチ３２は動作せず、この回転力は制動部本体３１には伝達され
ない。ピニオンギア１２が回転すると、スプール軸８が前後方向に往復移動する。これに
より、釣り糸がスプール４に巻き取られる。
【００４６】
　魚が掛かって制動レバー１７を操作してロータ３を制動しかつ操作部材６０を操作して
ドラグ力を強くすると、フロントドラグ機構２３を介してスプール筒部２４に強いトルク
が伝達される。これにより、回り止めピン５０のスプール軸８の外周面の近傍に強いせん
断力が発生する。しかし、この実施形態では回り止めピン５０のせん断力が発生する部分
に小径の環状溝が形成されていない。このため、この結果、回り止めピン５０を小径化し
ても回り止めピン５０の強度を確保できるようになる。
【００４７】
　＜第２実施形態＞
　第１実施形態では、ドラグ機構を有するスプール４を例に本発明を説明したが、第２実
施形態では、ドラグ機構を有さないスプールを例に本発明に係るスプール連結構造を説明
する。図６に示す第２実施形態は、スプール１０４及びスプール連結構造１６５を除いて
第１実施形態と同じ構造であるので、スプール及びスプール連結構造以外の構造の説明は
省略する。
【００４８】
　図６及び図７において、スプール１０４は、スプール軸８に回転不能に連結されている
。スプール１０４は、筒状の糸巻胴部１２２ａと、糸巻胴部１２２ａの後端部に糸巻胴部
１２２ａより大径に形成された筒状のスカート部１２２ｂと、糸巻胴部１２２ａの前部に
前方に傾斜して形成されたフランジ部１２２ｃとを有している。
【００４９】
　糸巻胴部１２２ａは、径方向内方に延びる装着円板部１２２ｅと、装着円板部１２２ｅ
の内周側に一体形成された装着筒部（ボス部の一例）１２２ｆとを有している。装着円板
部１２２ｅは、糸巻胴部１２２ａの前側内周面に一体形成されている。装着円板部１２２
ｅの前面には、前方に突出する固定筒部１２２ｇが形成されている。
【００５０】
　フランジ部１２２ｃの外周面には、先広がりのテーパ面を有する整流部材１２２ｄが装
着されている。整流部材１２２ｄは、フランジ固定部材１２５によりフランジ部１２２ｃ
に固定されている。フランジ固定部材１２５は、整流部材１２２ｄを押圧するテーパ状の
押圧部１２５ａと、押圧部１２５ａから後方に延びる第１筒部１２５ｂとを有している。
この第１筒部１２５ｂが固定筒部１２２ｇの外周面にネジ込み固定されている。また、固
定筒部１２２ｇの内周面には、円板状の前カバー部１２２ｉがネジ込み固定されている。
前カバー部１２２ｉにワンタッチ着脱機構１４８のプッシュボタン１７６が前後移動自在
に装着されている。装着筒部１２２ｆの後端部には、回り止めピン５０が係合する係合溝
１２４ｃが直径に沿って形成されている。スプール１０４は、回り止めピン５０によりス
プール軸８に対して回り止めされている。
【００５１】
　ワンタッチ着脱機構１４８は、図７に示すように、スプール１０４の前カバー部１２２
ｉに前後移動自在に装着されたプッシュボタン１７６と、抜け止めバネ１７７と、を有し
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ている。プッシュボタン１７６は、概ね有底筒状の部材であり、前カバー部１２２ｉから
前方に突出している。プッシュボタン１７６は、抜け止めバネ１７７により前方に付勢さ
れかつ前カバー部１２２ｉに対して抜け止めされている。プッシュボタン１７６の基端側
には、抜け止めバネ１７７を移動させるための先細りのカム突起１７６ａが形成されてい
る。抜け止めバネ１７７は概ねＥ字状にバネ線材を折り曲げて形成されている。抜け止め
バネ１７７は、前カバー部１２２ｉの内周面に装着された複数枚のワッシャ部材１８２に
より保持されている。抜け止めバネ１７７をプッシュボタン７６の押圧操作により抜け止
め溝８ｂから離脱させることによりスプール１０４をスプール軸８から取り外すことがで
きる。また、スプール１０４をスプール軸８に装着すると、抜け止めバネ１７７がスプー
ル軸８の先端のテーパ面８ａに沿って広がり、抜け止め溝８ｂに至ると、抜け止めバネ１
７７が抜け止め溝８ｂに弾性により係止される。
【００５２】
　回り止めピン５０は、第１実施形態と同様な構成である。第１回り止め部５０ａの外周
側には、第２回り止め部５０ｃとスプール軸８を挟んで配置された抜け止め部材１５１が
装着されている。抜け止め部材１５１は、回り止めピン５０をスプール軸８に対して抜け
止めするものである。抜け止め部材１５１は、係合溝１２４ｃに係合する外径と、第１回
り止め部５０ａの外周面に嵌合する内径とを有している。したがって、抜け止め部材１５
１の外径は、第２回り止め部５０ｃと実質的に等しい。抜け止め部材１５１は、第２実施
形態では、例えば合成ゴムやポリアセタール等の合成樹脂製の筒状体１５１ａを有してい
る。抜け止め部材１５１は、スプール軸８の外周面に接触可能な軸方向長さを有している
。抜け止め部材１５１は、内周面の一端に環状溝５０ｄに係止される環状の係合突起１５
１ｂを有している。この係合突起１５１ｂが弾性により環状溝５０ｄに係止されることに
より、抜け止め部材１５１が回り止めピン５０に抜け止めされる。第２実施形態では、抜
け止め部材１５１の他端がスプール軸８の外周面に接触するように第１回り止め部５０ａ
に装着される。
【００５３】
　スプール軸８と装着筒部１２２ｆとの間には、直径が４．５ｍｍの従来のスプール軸と
の互換性を確保するためにスリーブ５２が装着されている。スリーブ５２は第１実施形態
と同様な構成である。
【００５４】
　このようなドラグ機構を有さないスプール１０４にも本発明を適用できる。
【００５５】
　＜特徴＞
　（Ａ）スプール連結構造６５（又はスプール連結構造１６５）は、スピニングリールの
スプール４（又はスプール１０４）を貫通するスプール軸８に、スプール４（又はスプー
ル１０４）を回り止めして連結する構造である。スプール連結構造６５（又はスプール連
結構造１６５）は、ピン挿入部８ｄと、回り止めピン５０と、抜け止め部材５１（又は抜
け止め部材１５１）と、係合溝２４ｃ（又は係合溝１２４ｃ）と、を備えている。ピン挿
入部８ｄは、スプール軸８に径方向に貫通して形成された貫通孔８ｃを有している。回り
止めピン５０は、第１端に設けられた第１回り止め部５０ａと、嵌合部５０ｂと、第２回
り止め部５０ｃと、を有している。嵌合部５０ｂは、第１回り止め部５０ａに隣接して配
置されピン挿入部８ｄに嵌合する長さを有している。第２回り止め部５０ｃは、嵌合部５
０ｂから第２端に向かって延びピン挿入部８ｄより大径である。抜け止め部材５１（又は
抜け止め部材１５１）は、回り止めピン５０をスプール軸８に対して抜け止めする。抜け
止め部材５１（又は抜け止め部材１５１）は、第１回り止め部５０ａの外周側に第２回り
止め部５０ｃとスプール軸８を挟んで配置され、スプール軸８に接触可能な軸方向長さを
有している。係合溝２４ｃは、スプール４（又はスプール１０４）のスプール軸８貫通部
分にスプール軸８の直径に沿って形成され、第２回り止め部５０ｃに係合する溝幅を有す
る。
【００５６】
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　このスプール連結構造６５（又はスプール連結構造１６５）では、スプール軸８のピン
挿入部８ｄに回り止めピン５０を第１回り止め部５０ａがある第１端側から挿入する。す
ると、大径の第２回り止め部５０ｃとピン挿入部８ｄとの段差部分がスプール軸８の外周
面に接触して回り止めピン５０の位置決めがなされる。この状態で第１端側の第１回り止
め部５０ａがピン挿入部８ｄから突出している。この突出した第１回り止め部５０ａに抜
け止め部材５１（又は抜け止め部材１５１）を装着し、回り止めピン５０を抜け止めする
。スプール軸８に回り止めピン５０を装着した状態でスプール軸８にスプール４（又はス
プール１０４）を装着すると、スプール４（又はスプール１０４）の係合溝２４ｃ（又は
係合溝１２４ｃ）溝が回り止めピン５０に係合してスプール４（又はスプール１０４）が
スプール軸８に回り止めして連結される。
【００５７】
　ここでは、回り止めピン５０の第１回り止め部５０ａに抜け止め部材５１（又は抜け止
め部材１５１）を装着して回り止めピン５０を抜け止めしている。このため、回り止めピ
ン５０において、せん断力が発生するスプール軸８の外周面の近傍に、抜け止めのための
環状溝を形成する必要がなくなる。この結果、回り止めピン５０を小径化しても回り止め
ピン５０の強度を確保できるようになる。
【００５８】
　（Ｂ）スプール連結構造６５（又はスプール連結構造１６５）において、第１回り止め
部５０ａは、嵌合部５０ｂと同じ外径を有する。この場合には、嵌合部５０ｂと第１回り
止め部５０ａとが同じ外径であるので、第１回り止め部５０ａを嵌合部５０ｂより小径す
る場合に比べてさらに回り止めピンの強度を確保できる。
【００５９】
　（Ｃ）スプール連結構造において、抜け止め部材５１（又は抜け止め部材１５１）は、
係合溝２４ｃ（又は係合溝１２４ｃ）溝に係合する外径を有する。この場合には、係合溝
２４ｃ（又は係合溝１２４ｃ）に係合する外径を抜け止め部材５１（又は抜け止め部材１
５１）が有しているので、スプール４（又はスプール１０４）ががたつきにくくなる。
【００６０】
　（Ｄ）スプール連結構造６５において、抜け止め部材５１は、嵌合部５０ｂの外周側に
装着可能なコイルバネ５１ａを有する。この場合には、コイルバネ５１ａの一端を抜け止
めして他端を自由長さ又は圧縮させてスプール軸８に接触させることにより回り止めピン
５０を抜け止めできる。
【００６１】
　（Ｅ）スプール連結構造６５において、回り止めピン５０は、第１回り止め部５０ａの
第１端側に形成された環状溝５０ｄをさらに有し、コイルバネ５１ａの第１端側の端部は
、環状の環状溝５０ｄに係止可能に小径に形成されている。この場合には、せん断力が作
用しない第１端側に環状溝５０ｄを形成しているので、環状溝５０ｄを形成しても小径の
回り止めピン５０の強度を確保して抜け止め部材５１を環状溝５０ｄにより抜け止めでき
る。
【００６２】
　（Ｆ）スプール連結構造６５（又はスプール連結構造１６５）において、スプール軸８
の外周面に嵌合し、ピン挿入部８ｄに連通する通過孔５２ａが形成されたスリーブ５２を
さらに備える。この場合には、スプール軸８を小径化しても、大径のスプール軸に適応す
るスプール４（又はスプール１０４）を連結可能になり、大径のスプール軸用のスプール
との互換性を確保できる。
【００６３】
　（Ｇ）スプール連結構造１６５において、スプール１０４は、釣り糸が巻き付けられる
糸巻胴部１２２ａと、糸巻胴部１２２ａの内周側に設けられた装着筒部１２２ｆと、を有
している。係合溝１２４ｃは、装着筒部１２２ｆに直径に沿って形成された溝である。こ
の場合には、スプール１０４とスプール軸８とを一体回転可能又は回転不能に連結できる
。
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【００６４】
　（Ｈ）スプール連結構造６５において、スプール４は、スプール本体２２と、スプール
筒部２４と、を有している。スプール本体２２は、釣り糸が巻き付けられる糸巻胴部２２
ａと、糸巻胴部２２ａの内周側に設けられた装着筒部２２ｆと、を有している。スプール
筒部２４は、スプール本体２２を回転自在に支持するようにスプール軸８に装着される。
係合溝２４ｃは、スプール筒部２４の後端部２４ｂに直径に沿って形成された溝である。
この場合には、スプール本体２２とスプール筒部２４とが相対回転可能になるため、スプ
ール本体２２とスプール筒部２４との間にフロントドラグ機構２３を設けることができる
。
【００６５】
　＜他の実施形態＞
　以上、本発明の一実施形態について説明したが、本発明は上記実施形態に限定されるも
のではなく、発明の要旨を逸脱しない範囲で種々の変更が可能である。
【００６６】
　（ａ）前記２つの実施形態では、レバーブレーキ型のスピニングリールを例に発明を説
明したが、本発明が適用されるスピニングリールは、これに限定されない。例えば、リア
ドラグ型のスピニングリールやフロントドラグ型のスピニングリールにも本発明を適用で
きる。これらの場合は、ワンタッチ着脱機構を有するスピニングリールに適用するのが好
ましい。
【００６７】
　（ｂ）前記の２つの実施形態では、抜け止め部材５１（又は抜け止め部材１５１）とし
てコイルバネ５１ａ又は合成樹脂製の筒状体１５１ａを開示したが、抜け止め部材はこれ
らに限定されない。例えば、複数枚の皿ばねや波板バネやＯリングを用いても良いし、中
心に円形孔が形成され外形が多角形の棒状部材であっても良い。
【００６８】
　（ｃ）前記２つの実施形態では、回り止めピン５０に形成された環状溝５０ｄにより抜
け止め部材５１（又は抜け止め部材１５１）が抜け止めされているが、根本発明はこれに
限定されない。例えば、環状溝５０ｄを設けずに、抜け止め部材自身の弾性等により回り
止めピン５０の第１回り止め部５０ａに対して抜け止めされていても良い。この場合、抜
け止め部材の内径を第１回り止め部の外径より僅かに小さくしても良い。
【符号の説明】
【００６９】
　２２　　スプール本体
　２２ａ　糸巻胴部
　２２ｆ　装着筒部（ボス部の一例）
　２３　　フロントドラグ機構
　２４　　スプール筒部（筒状部材の一例）
　２４ｃ　係合溝（回り止め溝の一例）
　５０　回り止めピン
　５０ａ　第１回り止め部
　５０ｂ　嵌合部
　５０ｃ　第２回り止め部
　５０ｄ　環状溝
　５１　　抜け止め部材
　５１ａ　コイルバネ
　５１ｂ　装着部
　５２　　スリーブ
　５２ａ　通過孔
　６５　　スプール連結構造
１０４　　スプール
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１２２ａ　糸巻胴部
１２２ｆ　装着筒部（ボス部の一例）
１２４ｃ　係合溝（回り止め溝の一例）
１５１　　抜け止め部材
１５１ａ　筒状体
１５１ｂ　係合突起
１６５　　スプール連結構造

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】

【手続補正書】
【提出日】平成26年4月9日(2014.4.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スピニングリールのスプールを貫通するスプール軸に、前記スプールを回り止めして連
結するスピニングリールのスプール連結構造であって、
　前記スプール軸に直径に沿って貫通して形成された貫通孔を有するピン挿入部と、
　第１端に設けられた第１回り止め部と、前記第１回り止め部に隣接して配置され前記ピ
ン挿入部に嵌合する長さを有する嵌合部、及び前記嵌合部から第２端に向かって延び前記
ピン挿入部より大径の第２回り止め部、を有する回り止めピンと、
　前記第１回り止め部の外周側に配置され、前記スプール軸に接触可能な軸方向長さを有
し、前記回り止めピンを前記スプール軸に対して抜け止めする抜け止め部材と、
　前記スプールの前記スプール軸貫通部分に前記スプール軸の直径に沿って形成され、前
記第２回り止め部に係合する溝幅を有する回り止め溝と、を備え、
　前記第１回り止め部は、前記嵌合部と同じ直径を有し、
　前記抜け止め部材は、前記第１回り止め部の外周側に装着可能なコイルバネである、ス
ピニングリールのスプール連結構造。
【請求項２】
　前記抜け止め部材は、前記回り止め溝に係合する外径を有する、請求項１に記載のスピ
ニングリールのスプール連結構造。
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【請求項３】
　前記回り止めピンは、前記第１回り止め部の前記第１端側に形成された環状溝をさらに
有し、
　前記コイルバネの前記第１端側の端部は、前記環状溝に係止可能に小径に形成されてい
る、請求項１又は２に記載のスピニングリールのスプール連結構造。
【請求項４】
　前記スプール軸の外周面に嵌合し、前記ピン挿入部に連通する抜け止め孔が形成された
スリーブをさらに備える、請求項１から３のいずれか１項に記載のスピニングリールのス
プール連結構造。
【請求項５】
　前記スプールは、釣り糸が巻き付けられる糸巻胴部と、前記糸巻胴部の内周側に設けら
れた筒状のボス部と、を有し、
　前記回り止め溝は、前記ボス部の一端面に直径に沿って形成された溝である、請求項１
から４のいずれか１項に記載のスピニングリールのスプール連結構造。
【請求項６】
　前記スプールは、釣り糸が巻き付けられる糸巻胴部と、前記糸巻胴部の内周側に設けら
れた筒状のボス部と、を有するスプール本体と、
　前記スプール本体の前記ボス部を回転自在に支持するように前記スプール軸に装着され
る筒状部材と、を有し、
　前記回り止め溝は、前記筒状部材の一端面に直径に沿って形成された溝である、請求項
１から４のいずれか１項に記載のスピニングリールのスプール連結構造。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、連結構造、特に、スピニングリールのスプールを貫通するスプール軸に、ス
プールを回り止めして連結するスピニングリールのスプール連結構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スプール軸の先端にスプールを回り止めし、スプールをスプール軸に一体回転可能又は
回転不能に連結するスピニングリールのスプール連結構造が従来知られている。例えば、
レバーブレーキ型のスピニングリールやリアドラグ型のスピニングリールには、スプール
軸の先端にスプールが回り止めされて連結されているものがある（例えば、特許文献１参
照）。
【０００３】
　従来のスプール連結構造は、スプール軸に径方向に貫通して形成された貫通孔に回り止
めピンを着脱可能に挿入して回り止めを行っている。具体的には、スプール軸が貫通する
スプールのボス部に直径に沿って回り止め溝を形成し、回り止め溝に回り止めピンの外周
面を係合させて回り止めしている。回り止めピンには、抜け止めのための大径の鍔部が途
中に形成されている。また、回り止めピンには、スプール軸を挟んで鍔部と逆側に抜け止
め用のＯリングが装着されている。Ｏリングは、概ねスプール軸に接触可能な位置に装着
されている。Ｏリングは、軸方向の移動を防止するために、回り止めピンの外周面にスプ
ール軸の外周面に近接可能に形成された環状溝に装着されている。
【０００４】
　このような構成のスプール連結構造では、魚が掛かって釣り糸に大きな張力が作用し、
スプールに回転方向の大きな力が作用すると、スプール軸が回転しにくい場合、回り止め
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ピンのスプール軸との境界部分に大きなせん断力が作用する。例えば、ロータを制動可能
なレバーブレーキ型のスピニングリールの場合、釣り糸に大きな張力が作用し、かつロー
タが制動されている場合、回り止めピンに大きなせん断力が作用する。また、リアドラグ
型のスピニングリールの場合、ドラグ力を大きくさせてスプール軸を回転しにくくした場
合に釣り糸に大きな張力が作用すると、回り止めピンに大きなせん断力が作用する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】実用新案登録第２６０３１２３号公報（図１０）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　スピニングリールの小型化を図るためにスプール軸を小径化することが要望されている
。スプール軸を小径化すると、回り止めピンも小径化しなければ、スプール軸の外径に対
する貫通孔の内径の比率が大きくなり、貫通孔の周りの肉厚が薄くなり、スプール軸の強
度を確保できない。小径化された回り止めピンのスプール軸外周面にせん断力が作用する
と、環状溝形成部分で応力集中が生じて回り止めピンの強度を確保しにくい。
【０００７】
　本発明の課題は、スプール軸の小径化により回り止めピンを小径化しても回り止めピン
の強度を確保できるようにすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　発明１に係るスピニングリールのスプール連結構造は、スピニングリールのスプールを
貫通するスプール軸に、スプールを回り止めして連結する構造である。スプール連結構造
は、ピン挿入部と、回り止めピンと、抜け止め部材と、回り止め溝と、を備えている。ピ
ン挿入部は、スプール軸に径方向に貫通して形成された貫通孔を有している。回り止めピ
ンは、第１端に設けられた第１回り止め部と、嵌合部と、第２回り止め部と、を有してい
る。嵌合部は、第１回り止め部に隣接して配置されピン挿入部に嵌合する長さを有してい
る。第２回り止め部は、嵌合部から第２端に向かって延びピン挿入部より大径である。抜
け止め部材は、回り止めピンをスプール軸に対して抜け止めする。抜け止め部材は、第１
回り止め部の外周側に配置され、スプール軸に接触可能な軸方向長さを有している。回り
止め溝は、スプールのスプール軸貫通部分にスプール軸の直径に沿って形成され、第２回
り止め部に係合する溝幅を有する。第１回り止め部は、嵌合部と同じ外径を有する。抜け
止め部材は、第１回り止め部の外周側に装着可能なコイルバネである。
【０００９】
　このスプール連結構造では、スプール軸のピン挿入部に回り止めピンを第１回り止め部
がある第１端側から挿入する。すると、大径の第２回り止め部と嵌合部との段差部分がス
プール軸の外周面に接触して回り止めピンの位置決めがなされる。この状態では第１端側
の第１回り止め部がピン挿入部から突出している。この突出した第１回り止め部に抜け止
め部材を装着し、回り止めピンを抜け止めする。スプール軸に回り止めピンを装着した状
態でスプール軸にスプールを装着すると、スプールの回り止め溝が回り止めピンに係合し
てスプールがスプール軸に回り止めして連結される。
【００１０】
　ここでは、回り止めピンの第１回り止め部に抜け止め部材を装着して回り止めピンを抜
け止めしている。このため、回り止めピンにおいて、せん断力が発生するスプール軸の外
周面の近傍に、抜け止めのための環状溝を形成する必要がなくなる。この結果、回り止め
ピンを小径化しても回り止めピンの強度を確保できるようになる。
【００１１】
　また、嵌合部と第１回り止め部とが同じ外径であるので、第１回り止め部を嵌合部より
小径する場合に比べてさらに回り止めピンの強度を確保できる。
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【００１２】
　さらに、コイルバネの一端を抜け止めして他端を自由長さ又は圧縮させてスプール軸に
接触させることにより回り止めピンを抜け止めできる。
【００１３】
　発明２に係るスピニングリールのスプール連結構造は、発明１に記載の構造において、
抜け止め部材は、回り止め溝に係合する外径を有する。この場合には、回り止め溝に係合
する外径を抜け止め部材が有しているので、スプールががたつきにくくなる。
【００１４】
　発明３に係るスピニングリールのスプール連結構造は、発明１又は２に記載の構造にお
いて、回り止めピンは、第１回り止め部の第１端側に形成された環状溝をさらに有し、コ
イルバネの第１端側の端部は、環状溝に係止可能に小径に形成されている。この場合には
、せん断力が作用しない第１端側に環状溝を形成しているので、環状溝を形成しても小径
の回り止めピンの強度を確保して抜け止め部材を環状溝により抜け止めできる。
【００１５】
　発明４に係るスピニングリールのスプール連結構造は、発明１から３のいずれかに記載
の構造において、スプール軸の外周面に嵌合し、ピン挿入部に連通する抜け止め孔が形成
されたスリーブをさらに備える。この場合には、スプール軸を小径化しても、大径のスプ
ール軸に適応するスプールを連結可能になり、大径のスプール軸用のスプールとの互換性
を確保できる。
【００１６】
　発明５に係るスピニングリールのスプール連結構造は、発明１から４のいずれかに記載
の構造において、スプールは、釣り糸が巻き付けられる糸巻胴部と、糸巻胴部の内周側に
設けられた筒状のボス部と、を有している。回り止め溝は、ボス部の一端面に直径に沿っ
て形成された溝である。この場合には、スプールとスプール軸とを一体回転可能又は回転
不能に連結できる。
【００１７】
　発明６に係るスピニングリールのスプール連結構造は、発明１から４のいずれかに記載
の構造において、スプールは、スプール本体と、筒状部材と、を有している。スプール本
体は、釣り糸が巻き付けられる糸巻胴部と、糸巻胴部の内周側に設けられた筒状のボス部
と、を有している。筒状部材は、スプール本体のボス部を回転自在に支持するようにスプ
ール軸に装着される。回り止め溝は、筒状部材の一端面に直径に沿って形成された溝であ
る。この場合には、スプール本体と筒状部材とが相対回転可能になるため、スプール本体
と筒状部材との間にフロントドラグ機構を設けることができる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、回り止めピンの第１回り止め部に抜け止め部材を装着して回り止めピ
ンを抜け止めしている。このため、抜け止めのための環状溝をせん断力が発生するスプー
ル軸の外周面の近傍に形成する必要がなくなる。この結果、回り止めピンを小径化しても
回り止めピンの強度を確保できるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の第１実施形態を採用したスピニングリールの側面断面図。
【図２】そのスプール周辺の断面拡大図。
【図３】そのスプール連結構造の分解斜視図。
【図４】そのスプール連結構造の断面拡大図。
【図５】図４のＶ－Ｖ断面図。
【図６】第２実施形態の図２に相当する図。
【図７】その図３に相当する図。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
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＜第１実施形態＞
　＜全体構成＞
　本発明の第１実施形態を採用したスピニングリールは、図１に示すように、釣り竿の長
手方向に沿う第１軸Ｘ回りに釣り糸を巻き取るレバーブレーキ型のリールである。スピニ
ングリールは、ハンドル１を備えたリール本体２と、リール本体２の前部に第１軸Ｘ回り
に回転自在に支持されたロータ３と、ロータ３の前部に配置された釣り糸を巻き取るスプ
ール４とを備えている。
【００２１】
　リール本体２は、例えばマグネシウム合金製である。リール本体２は、図１に示すよう
に、釣り竿に装着される前後に長い竿装着部２ｃと、竿装着部２ｃと間隔を隔てて配置さ
れたリールボディ２ａと、竿装着部２ｃとリールボディ２ａとを連結する脚部２ｂとを有
している。リールボディ２ａは、内部に機構装着空間を有し、脚部２ｂと一体形成され側
部が開口している。リールボディ２ａの開口は、蓋部材（図示せず）により塞がれている
。リールボディ２ａの前部には、取付フランジ付きの金属製の筒状の取付部材２ｅが装着
されている。なお、第１実施形態では、脚部２ｂがリールボディ２ａと一体形成されてい
るが、蓋部材と一体形成されていてもよい。
【００２２】
　リールボディ２ａの内部には、ロータ駆動機構５と、レバーブレーキ機構６と、オシレ
ーティング機構２０とが設けられている。ロータ駆動機構５は、ハンドル１に連動してロ
ータ３を回転させるための機構である。レバーブレーキ機構６は、ロータ３の糸繰り出し
方向の回転（逆転）を制動するための機構である。オシレーティング機構２０は、ハンド
ル１の回転に連動してスプール軸８を介してスプール４を前後に往復移動させる機構であ
る。
【００２３】
　ロータ３は、例えばマグネシウム合金製であり、リール本体２に回転自在に支持されて
いる。ロータ３は、円筒部３ａと、円筒部３ａの側方に互いに対向して設けられた第１ア
ーム部３ｂ及び第２アーム部３ｃとを有している。円筒部３ａの前壁３ｄの中央部には後
述するスプール軸８及びピニオンギア１２が貫通するボス部３ｆが形成されている。第１
アーム部３ｂの先端と第２アーム部３ｃの先端とには、ベールアーム９が揺動自在に設け
られている。このベールアーム９により釣り糸がスプール４に案内される。
【００２４】
　＜スプールの構成＞
　スプール４は、例えばアルミニウム合金製のものである。スプール４は、ロータ３の第
１アーム部３ｂと第２アーム部３ｃとの間に配置されている。スプール４は、スプール４
を貫通するスプール軸８に対して、ワンタッチ着脱機構４８によりワンタッチで着脱自在
である。また、スプール４は、スプール連結構造６５により、スプール軸８の先端部に回
り止めして連結されている。
【００２５】
　スプール軸８は、例えば、直径が同じサイズの従来のスピニングリールのスプール軸よ
り外径が小さい軸である。第１実施形態では、例えばスプール軸８の外径は、４ｍｍであ
り、また、従来のスプール軸の直径は、例えば４．５ｍｍである。スプール軸８は、図２
に示すように、先端に形成されたテーパ面８ａと、テーパ面８ａの後方に形成された環状
の抜け止め溝８ｂと、を有している。また、スプール軸８の抜け止め溝８ｂの後方には、
直径に沿って貫通して形成された貫通孔８ｃを有するピン挿入部８ｄが設けられている。
ピン挿入部８ｄの貫通孔８ｃには、回り止めピン５０が着脱可能に嵌合している。
【００２６】
　スプール４は、図２及び図３に示すように、スプール本体２２と、スプール本体２２に
装着されたフロントドラグ機構２３と、スプール本体２２が回転自在に装着されたスプー
ル筒部（筒状部材の一例）２４と、を有している。スプール本体２２は、筒状の糸巻胴部
２２ａと、糸巻胴部２２ａの後端部に糸巻胴部２２ａより大径に形成された筒状のスカー
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ト部２２ｂと、糸巻胴部２２ａの前部に前方に傾斜して形成されたフランジ部２２ｃとを
有している。
【００２７】
　糸巻胴部２２ａは、径方向内方に延びる装着円板部２２ｅと、装着円板部２２ｅの内周
側に一体形成された装着筒部（ボス部の一例）２２ｆとを有している。装着円板部２２ｅ
の後面には、ドラグ作動時に発音する後述するドラグ発音機構５６の爪部材８２が揺動自
在に装着されている。装着円板部２２ｅの前面には、フロントドラグ機構２３を収納する
ドラグ収納筒部２２ｇが前方に突出して形成されている。ドラグ収納筒部２２ｇには、後
述する摩擦部５８の第２ドラグ座金６７を回り止めのためのスリット２２ｈが周方向に間
隔を隔てて１又は複数（例えば２つから４つ）形成されている。装着筒部２２ｆは、スプ
ール筒部２４に回転自在に装着されている。
【００２８】
　フランジ部２２ｃの外周面には、先広がりのテーパ面を有する整流部材２２ｄが装着さ
れている。整流部材２２ｄは、キャスティング時に釣り糸をバックラッシュすることなく
スムーズに繰り出せるようにするために設けられている。整流部材２２ｄは、フランジ固
定部材２５によりフランジ部２２ｃに固定されている。フランジ固定部材２５は、整流部
材２２ｄを押圧するテーパ状の押圧部２５ａと、押圧部２５ａから後方に延びる第１筒部
２５ｂと、第１筒部２５ｂの後部に径方向内方に突出して形成された円板部２５ｃと、円
板部２５ｃから後方に延びる第２筒部２５ｄとを有している。この第２筒部２５ｄが糸巻
胴部２２ａの内周面にネジ込こみ固定されている。また、第２筒部２５ｄにフロントドラ
グ機構２３を抜け止めする抜け止めバネ２６が装着される凹部２５ｅが形成されている。
【００２９】
　スプール筒部２４は、従来の４．５ｍｍの直径のスプール軸にも装着可能な内径を有し
ている。スプール筒部２４は、図３及び図５に示すように、中間部の外周面に互いに平行
に対向して配置された面取り部２４ａを有している。また、図３、図４及び図５に示すよ
うに、スプール筒部２４の後端部２４ｂは大径に形成されており、そこには、回り止めピ
ン５０が係合する係合溝（回り止め溝の一例）２４ｃが直径に沿って形成されている。係
合溝２４ｃは、従来の回り止めピンとの互換性を維持するために従来の回り止めピンの外
径に係合可能な溝幅を有している。スプール筒部２４は、回り止めピン５０により回転不
能にスプール軸８に装着されている。
【００３０】
　スプール筒部２４の前端部の外周面には、ドラグ調整のための雄ネジ部２４ｄが設けら
れている。雄ネジ部２４ｄの後方には、ワンタッチ着脱機構４８の後述する板バネ７７及
び抜け止め板７８を装着するための装着溝２４ｅが形成されている。装着溝２４ｅは、ス
プール筒部２４の内周面まで切り欠くように断面がＤ字状に形成されている。スプール筒
部２４の後部外周面には、後端部２４ｂに接触してドラグ発音機構５６の円板部材８０が
回転不能に装着されている。円板部材８０は、回り止めピン５０に接触して後方への移動
が規制されている。これにより、スプール本体２２の後方への移動が規制される。円板部
材８０と装着円板部２２ｅとの間には、図４に示すように、スプール本体２２のスプール
軸方向の位置調整のための合成樹脂製の複数枚（例えば３枚）のスプールワッシャ８１が
装着されている。このスプールワッシャ８１は、後方からの液体の浸入を防止するシール
機能を有している。スプール筒部２４の先端側内周面には、ワンタッチ着脱機構４８が装
着されている。
【００３１】
　ワンタッチ着脱機構４８は、図３に示すように、スプール筒部２４の内部に前後移動自
在に装着されたプッシュボタン７６と、板バネ７７と、板バネ７７とプッシュボタン７６
との間に配置される抜け止め板７８と、を有している。プッシュボタン７６は、概ね有底
筒状の部材であり、後述するフロントドラグ機構２３の操作部材６０から前方に突出して
いる。プッシュボタン７６は、コイルバネの形態の押圧バネ７９により前方に付勢されか
つスプール筒部２４に対して抜け止めされている。プッシュボタン７６の基端側には、抜
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け止め板７８を移動させるための先細りのカム突起７６ａが形成されている。抜け止め板
７８は、板バネ７７により、スプール筒部２４の径方向内方に付勢されている。板バネ７
７は、概ねＤ字状にバネ板材を折り曲げて形成されている。板バネ７７は、スプール筒部
２４の装着溝２４ｅに係合する円弧状に湾曲した１対の第１係合部７７ａと、第１係合部
７７ａの間で凸に折り曲げられた第２係合部７７ｂと、有している。第２係合部７７ｂと
プッシュボタン７６のカム突起７６ａとの間に抜け止め板７８が配置され、スプール軸８
の環状の抜け止め溝８ｂに係脱する。抜け止め板７８は、装着溝２４ｅに係合する両端に
配置された１対の第１部分７８ａと、第１部分７８ａの間に配置され、抜け止め溝８ｂに
係合する第２部分７８ｂと、を有するＣ字形状の板状部材である。抜け止め板７８は、プ
ッシュボタン７６を押圧したときに、カム突起７６ａに係合して径方向に移動し、板バネ
７７の第２係合部７７ｂを均一に径方向に移動させる。これにより、板バネ７７を安定し
て変位させることができる。抜け止め板７８の第２部分７８ｂをプッシュボタン７６の押
圧操作により抜け止め溝８ｂから離脱させることによりスプール４をスプール軸８から取
り外すことができる。また、スプール４をスプール軸８に装着すると、板バネ７７の付勢
力に抗して抜け止め板７８がスプール軸８の先端のテーパ面８ａに沿って径方向外方に移
動し、抜け止め溝８ｂに至ると、抜け止め板７８が板バネ７７の付勢力により抜け止め溝
８ｂに係止される。
【００３２】
　回り止めピン５０は、図３、図４及び図５に示すように、第１端に設けられた第１回り
止め部５０ａと、嵌合部５０ｂと、第２回り止め部５０ｃと、を有している。第１回り止
め部５０ａの先端部には、抜け止め部材５１を係止する環状溝５０ｄが形成されている。
嵌合部５０ｂは、第１回り止め部５０ａに隣接して配置されピン挿入部８ｄに嵌合する長
さを有している。嵌合部５０ｂは、第１実施形態では、第１回り止め部５０ａと同じ直径
を有している。第２回り止め部５０ｃは、嵌合部５０ｂから第２端に向かって延びており
、ピン挿入部８ｄより大径である。第２回り止め部５０ｃは、係合溝２４ｃに係合する外
径を有している。第２回り止め部５０ｃは、回り止めピン５０をピン挿入部８ｄに装着し
たとき、嵌合部５０ｂとの段差部分でスプール軸８の外周面に接触する。この第２回り止
め部５０ｃの外径は、従来の回り止めピンと同じ外径であり、従来のスプールの係合溝に
係合可能な外径である。
【００３３】
　第１回り止め部５０ａの外周側には、第２回り止め部５０ｃとスプール軸８を挟んで配
置された抜け止め部材５１が装着されている。抜け止め部材５１は、回り止めピン５０を
スプール軸８に対して抜け止めするものである。抜け止め部材５１は、係合溝２４ｃに係
合する外径と、第１回り止め部５０ａの外周面に嵌合する内径とを有している。したがっ
て、抜け止め部材５１の外径は、第２回り止め部５０ｃと実質的に等しい。抜け止め部材
５１は、第１実施形態では、例えば一端に小径の装着部５１ｂが形成されたコイルバネ５
１ａである。装着部５１ｂは環状溝５０ｄに係止されている。これにより、抜け止め部材
５１が回り止めピン５０に対して抜け止めされる。抜け止め部材５１は、スプール軸８の
外周面に接触可能な軸方向長さを有している。第１実施形態では、抜け止め部材５１の他
端は、スプール軸８の外周面に僅かに圧縮した状態で接触している。
【００３４】
　スプール軸８とスプール筒部２４との間には、直径が４．５ｍｍの従来のスプール軸と
の互換性を確保するためにスリーブ５２が装着されている。スリーブ５２は、スプール筒
部２４の内周面にすきま嵌めで嵌合する外周面と、スプール軸８の外周面にすきま嵌めで
嵌合する内周面とを有している。スリーブ５２のロータ３に接近する後部には、回り止め
ピン５０の第２回り止め部５０ｃ及び抜け止め部材５１が通過可能な通過孔５２ａが直径
に沿って形成されている。この通過孔５２ａを回り止めピン５０及び抜け止め部材５１が
通過するため、スリーブ５２を抜け止めできる。このスリーブ５２により、従来のスプー
ル軸に装着されるスプールをスプール軸８に装着でき、従来のスプールとの互換性を図る
ことができる。
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【００３５】
　スプール連結構造６５は、上述したスプール軸８のピン挿入部８ｄと、回り止めピン５
０と、抜け止め部材５１と、係合溝２４ｃと、により構成されている。
【００３６】
　フロントドラグ機構２３は、図２及び図３に示すように、ドラグ調整部５７と、ドラグ
調整部５７により摩擦力が調整される摩擦部５８とを有している。ドラグ調整部５７は、
スプール筒部２４に螺合する操作部材６０と、操作部材６０により押圧され摩擦部５８を
押圧する押圧部材６１とを有している。
【００３７】
　図２及び図３に示すように、概ね鍔付き円筒形状の部材である操作部材６０は、直径に
沿って突出するつまみ突起６０ａを有するつまみ把手６０ｂと、つまみ把手６０ｂが固定
されたつまみフランジ部６０ｃとを有している。つまみ把手６０ｂの中心には、図２示す
ように、スプール筒部２４の雄ネジ部２４ｄに螺合するナット６２が一体回転可能かつ軸
方向移動自在に装着されている。なお、図２では、ナット６２は、第１軸Ｘの上側に対し
て下側が、押圧力が強くなるように図２右側に移動して描かれている。ナット６２と押圧
部材６１との間には、ドラグ力を滑らかに調整するためのコイルバネの形態の調整バネ６
３が圧縮状態で装着されている。押圧部材６１は、スプール筒部２４に回転不能かつ軸方
向移動自在に装着されている。押圧部材６１は操作部材６０に回転自在かつ脱落不能に連
結されている。押圧部材６１と、スプール本体２２の内周部（例えばフランジ固定部材２
５の第２筒部の内周面）との間には、スプール本体２２とドラグ調整部５７との隙間をシ
ールする第１シール部材８４が装着されている。押圧部材６１の後部には、押圧部材６１
とスプール筒部２４との隙間をシールする第２シール部材８５が、例えばインサート成形
又はアウトサート成形等の一体成形技術により一体形成されている。これらの第１シール
部材８４、第２シール部材８５及びスプールワッシャ８１により、スプール４の着脱の如
何にかかわらず、摩擦部５８への液体の浸入を防止できる。操作部材６０と押圧部材６１
との間には、操作部材６０を回してドラグ調整する時に発音するドラグつまみ発音機構６
４が装着されている。
【００３８】
　摩擦部５８は、押圧部材６１と、スプール本体２２の装着円板部２２ｅとの間に装着さ
れている。摩擦部５８は、スプール筒部２４の面取り部２４ａに回転不能に装着された、
第１ドラグ座金６６ａ及び第３ドラグ座金６６ｂと、糸巻胴部２２ａに一体回転可能に装
着された耳付きの第２ドラグ座金６７と、を有している。第１ドラグ座金６６ａと第２ド
ラグ座金６７との間及び第２ドラグ座金６７と第３ドラグ座金６６ｂとの間には、ドラグ
ディスク６８ａがそれぞれ装着されている。また、第３ドラグ座金６６ｂと装着円板部２
２ｅとの間には、ドラグディスク６８ｂが装着されている。第２ドラグ座金６７は、図３
に示すように、径方向に突出する１又は複数（例えば４つ）の耳部６７ａを有している。
耳部６７ａは、前述した糸巻胴部のスリット２２ｈに係止される。なお、フランジ固定部
材２５は糸巻胴部２２ａにネジ込まれているとともに接着されている。これにより、振動
によりフランジ固定部材２５が緩むことがない。摩擦部５８は、フランジ固定部材２５の
凹部２５ｅに装着された抜け止めバネ２６により抜け止めされている。これにより、操作
部材６０をスプール筒部２４から外しても摩擦部５８は脱落しない。
【００３９】
　ロータ駆動機構５は、図１に示すように、ハンドル１が一体回転可能に固定されたマス
ターギア軸１０とともに回転するマスターギア１１と、このマスターギア１１に噛み合う
ピニオンギア１２とを有している。マスターギア軸１０は、リール本体２に回転自在に支
持されている。ピニオンギア１２は筒状に形成されており、ピニオンギア１２の前部１２
ａはロータ３のボス部３ｆを貫通してスプール４側に延びている。ピニオンギア１２の前
部１２ａで、ロータ３はナット１３によりピニオンギア１２に一体回転可能に固定されて
いる。ピニオンギア１２は、前部と中間部とで軸受１４ａ、１４ｂによりリールボディ２
ａに回転自在に支持されている。ナット１３は、リテーナ３６により緩み止めされている
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。またナット１３は、軸受１３ａによりスプール軸８に接触している。これにより、ピニ
オンギア１２の内周面とスプール軸８の外周面との間に隙間を形成している。リテーナ３
６には、第３シール部材３６ｂが装着されており、スプール軸８とピニオンギア１２との
隙間からの液体の浸入を防止している。
【００４０】
　オシレーティング機構２０は、図１に示すように、トラバースカム式のものであり、ピ
ニオンギア１２に噛み合う中間ギア２０ａと、リールボディ２ａにスプール軸８と平行な
軸回りに回転自在に装着された螺軸２０ｂと、螺軸２０ｂの回転により前後移動するスラ
イダ２０ｃとを有している。スライダ２０ｃにスプール軸８の後端部が回転不能かつ軸方
向移動不能に取り付けられている。
【００４１】
　ドラグ発音機構５６は、図２に示すように、ドラグ作動時にスプール４とスプール軸８
とが相対回転することにより発音する機構である。ドラグ発音機構５６は、スプール軸８
に回転不能なスプール筒部２４に回転不能に固定された円板部材８０と、スプール４の装
着円板部２２ｅに揺動自在に装着された爪部材８２と、爪部材８２を中立位置に付勢する
付勢部材８３とを有している。
【００４２】
　レバーブレーキ機構６は、図１に示すように、制動部１６と、制動部１６の制動力を調
整操作するための制動レバー１７と、制動レバー１７を竿装着部２ｃから離反する方向に
付勢するコイルバネ１９と、制動レバー１７により所定制動状態と制動解除状態とに切換
可能な所定制動部（図示せず）とを有している。制動レバー１７は、リール本体の脚部２
ｂに揺動自在に装着されている。
【００４３】
　制動部１６は、制動レバー１７の先端が圧接されて制動される筒状の制動部本体３１と
、ロータ３の糸繰り出し方向の回転を制動部本体３１に伝達する爪式のワンウェイクラッ
チ３２とを有している。
【００４４】
　制動レバー１７を竿装着部２ｃに接近する方向に操作すると、制動レバー１７により制
動部本体３１が制動されてロータ３の糸繰り出し方向の回転が操作力に応じて制動される
。また、制動レバー１７を竿装着部２ｃから離反する方向に操作すると、所定制動部の作
用により制動部本体３１が予め設定された制動力で制動される。
【００４５】
　＜リールの動作及び操作＞
　キャスティング時にはベールアーム９を糸開放姿勢側に倒し、キャスティングすること
により、スプール４の外周から釣り糸が繰り出される。糸巻取時には、ハンドル１を糸巻
き取り方向に回転させると、ベールアーム９が図示しない戻し機構により糸巻き取り姿勢
に戻る。ハンドル１の回転力は、マスターギア軸１０、マスターギア１１を介してピニオ
ンギア１２に伝達される。ピニオンギア１２に伝達された回転力は、ピニオンギア１２の
前部１２ａを介してロータ３に伝達される。このときロータ３は糸巻き取り方向に回転す
るので、ワンウェイクラッチ３２は動作せず、この回転力は制動部本体３１には伝達され
ない。ピニオンギア１２が回転すると、スプール軸８が前後方向に往復移動する。これに
より、釣り糸がスプール４に巻き取られる。
【００４６】
　魚が掛かって制動レバー１７を操作してロータ３を制動しかつ操作部材６０を操作して
ドラグ力を強くすると、フロントドラグ機構２３を介してスプール筒部２４に強いトルク
が伝達される。これにより、回り止めピン５０のスプール軸８の外周面の近傍に強いせん
断力が発生する。しかし、この実施形態では回り止めピン５０のせん断力が発生する部分
に小径の環状溝が形成されていない。このため、この結果、回り止めピン５０を小径化し
ても回り止めピン５０の強度を確保できるようになる。
【００４７】
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　＜第２実施形態＞
　第１実施形態では、ドラグ機構を有するスプール４を例に本発明を説明したが、第２実
施形態では、ドラグ機構を有さないスプールを例に本発明に係るスプール連結構造を説明
する。図６に示す第２実施形態は、スプール１０４及びスプール連結構造１６５を除いて
第１実施形態と同じ構造であるので、スプール及びスプール連結構造以外の構造の説明は
省略する。
【００４８】
　図６及び図７において、スプール１０４は、スプール軸８に回転不能に連結されている
。スプール１０４は、筒状の糸巻胴部１２２ａと、糸巻胴部１２２ａの後端部に糸巻胴部
１２２ａより大径に形成された筒状のスカート部１２２ｂと、糸巻胴部１２２ａの前部に
前方に傾斜して形成されたフランジ部１２２ｃとを有している。
【００４９】
　糸巻胴部１２２ａは、径方向内方に延びる装着円板部１２２ｅと、装着円板部１２２ｅ
の内周側に一体形成された装着筒部（ボス部の一例）１２２ｆとを有している。装着円板
部１２２ｅは、糸巻胴部１２２ａの前側内周面に一体形成されている。装着円板部１２２
ｅの前面には、前方に突出する固定筒部１２２ｇが形成されている。
【００５０】
　フランジ部１２２ｃの外周面には、先広がりのテーパ面を有する整流部材１２２ｄが装
着されている。整流部材１２２ｄは、フランジ固定部材１２５によりフランジ部１２２ｃ
に固定されている。フランジ固定部材１２５は、整流部材１２２ｄを押圧するテーパ状の
押圧部１２５ａと、押圧部１２５ａから後方に延びる第１筒部１２５ｂとを有している。
この第１筒部１２５ｂが固定筒部１２２ｇの外周面にネジ込み固定されている。また、固
定筒部１２２ｇの内周面には、円板状の前カバー部１２２ｉがネジ込み固定されている。
前カバー部１２２ｉにワンタッチ着脱機構１４８のプッシュボタン１７６が前後移動自在
に装着されている。装着筒部１２２ｆの後端部には、回り止めピン５０が係合する係合溝
１２４ｃが直径に沿って形成されている。スプール１０４は、回り止めピン５０によりス
プール軸８に対して回り止めされている。
【００５１】
　ワンタッチ着脱機構１４８は、図７に示すように、スプール１０４の前カバー部１２２
ｉに前後移動自在に装着されたプッシュボタン１７６と、抜け止めバネ１７７と、を有し
ている。プッシュボタン１７６は、概ね有底筒状の部材であり、前カバー部１２２ｉから
前方に突出している。プッシュボタン１７６は、抜け止めバネ１７７により前方に付勢さ
れかつ前カバー部１２２ｉに対して抜け止めされている。プッシュボタン１７６の基端側
には、抜け止めバネ１７７を移動させるための先細りのカム突起１７６ａが形成されてい
る。抜け止めバネ１７７は概ねＥ字状にバネ線材を折り曲げて形成されている。抜け止め
バネ１７７は、前カバー部１２２ｉの内周面に装着された複数枚のワッシャ部材１８２に
より保持されている。抜け止めバネ１７７をプッシュボタン７６の押圧操作により抜け止
め溝８ｂから離脱させることによりスプール１０４をスプール軸８から取り外すことがで
きる。また、スプール１０４をスプール軸８に装着すると、抜け止めバネ１７７がスプー
ル軸８の先端のテーパ面８ａに沿って広がり、抜け止め溝８ｂに至ると、抜け止めバネ１
７７が抜け止め溝８ｂに弾性により係止される。
【００５２】
　回り止めピン５０は、第１実施形態と同様な構成である。第１回り止め部５０ａの外周
側には、第２回り止め部５０ｃとスプール軸８を挟んで配置された抜け止め部材１５１が
装着されている。抜け止め部材１５１は、回り止めピン５０をスプール軸８に対して抜け
止めするものである。抜け止め部材１５１は、係合溝１２４ｃに係合する外径と、第１回
り止め部５０ａの外周面に嵌合する内径とを有している。したがって、抜け止め部材１５
１の外径は、第２回り止め部５０ｃと実質的に等しい。抜け止め部材１５１は、第２実施
形態では、例えば合成ゴムやポリアセタール等の合成樹脂製の筒状体１５１ａを有してい
る。抜け止め部材１５１は、スプール軸８の外周面に接触可能な軸方向長さを有している
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。抜け止め部材１５１は、内周面の一端に環状溝５０ｄに係止される環状の係合突起１５
１ｂを有している。この係合突起１５１ｂが弾性により環状溝５０ｄに係止されることに
より、抜け止め部材１５１が回り止めピン５０に抜け止めされる。第２実施形態では、抜
け止め部材１５１の他端がスプール軸８の外周面に接触するように第１回り止め部５０ａ
に装着される。
【００５３】
　スプール軸８と装着筒部１２２ｆとの間には、直径が４．５ｍｍの従来のスプール軸と
の互換性を確保するためにスリーブ５２が装着されている。スリーブ５２は第１実施形態
と同様な構成である。
【００５４】
　このようなドラグ機構を有さないスプール１０４にも本発明を適用できる。
【００５５】
＜特徴＞
　（Ａ）スプール連結構造６５（又はスプール連結構造１６５）は、スピニングリールの
スプール４（又はスプール１０４）を貫通するスプール軸８に、スプール４（又はスプー
ル１０４）を回り止めして連結する構造である。スプール連結構造６５（又はスプール連
結構造１６５）は、ピン挿入部８ｄと、回り止めピン５０と、抜け止め部材５１（又は抜
け止め部材１５１）と、係合溝２４ｃ（又は係合溝１２４ｃ）と、を備えている。ピン挿
入部８ｄは、スプール軸８に径方向に貫通して形成された貫通孔８ｃを有している。回り
止めピン５０は、第１端に設けられた第１回り止め部５０ａと、嵌合部５０ｂと、第２回
り止め部５０ｃと、を有している。嵌合部５０ｂは、第１回り止め部５０ａに隣接して配
置されピン挿入部８ｄに嵌合する長さを有している。第２回り止め部５０ｃは、嵌合部５
０ｂから第２端に向かって延びピン挿入部８ｄより大径である。抜け止め部材５１（又は
抜け止め部材１５１）は、回り止めピン５０をスプール軸８に対して抜け止めする。抜け
止め部材５１（又は抜け止め部材１５１）は、第１回り止め部５０ａの外周側に第２回り
止め部５０ｃとスプール軸８を挟んで配置され、スプール軸８に接触可能な軸方向長さを
有している。係合溝２４ｃは、スプール４（又はスプール１０４）のスプール軸８貫通部
分にスプール軸８の直径に沿って形成され、第２回り止め部５０ｃに係合する溝幅を有す
る。
【００５６】
　このスプール連結構造６５（又はスプール連結構造１６５）では、スプール軸８のピン
挿入部８ｄに回り止めピン５０を第１回り止め部５０ａがある第１端側から挿入する。す
ると、大径の第２回り止め部５０ｃとピン挿入部８ｄとの段差部分がスプール軸８の外周
面に接触して回り止めピン５０の位置決めがなされる。この状態で第１端側の第１回り止
め部５０ａがピン挿入部８ｄから突出している。この突出した第１回り止め部５０ａに抜
け止め部材５１（又は抜け止め部材１５１）を装着し、回り止めピン５０を抜け止めする
。スプール軸８に回り止めピン５０を装着した状態でスプール軸８にスプール４（又はス
プール１０４）を装着すると、スプール４（又はスプール１０４）の係合溝２４ｃ（又は
係合溝１２４ｃ）溝が回り止めピン５０に係合してスプール４（又はスプール１０４）が
スプール軸８に回り止めして連結される。
【００５７】
　ここでは、回り止めピン５０の第１回り止め部５０ａに抜け止め部材５１（又は抜け止
め部材１５１）を装着して回り止めピン５０を抜け止めしている。このため、回り止めピ
ン５０において、せん断力が発生するスプール軸８の外周面の近傍に、抜け止めのための
環状溝を形成する必要がなくなる。この結果、回り止めピン５０を小径化しても回り止め
ピン５０の強度を確保できるようになる。
【００５８】
　（Ｂ）スプール連結構造６５（又はスプール連結構造１６５）において、第１回り止め
部５０ａは、嵌合部５０ｂと同じ外径を有する。この場合には、嵌合部５０ｂと第１回り
止め部５０ａとが同じ外径であるので、第１回り止め部５０ａを嵌合部５０ｂより小径す
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る場合に比べてさらに回り止めピンの強度を確保できる。
【００５９】
　（Ｃ）スプール連結構造において、抜け止め部材５１（又は抜け止め部材１５１）は、
係合溝２４ｃ（又は係合溝１２４ｃ）溝に係合する外径を有する。この場合には、係合溝
２４ｃ（又は係合溝１２４ｃ）に係合する外径を抜け止め部材５１（又は抜け止め部材１
５１）が有しているので、スプール４（又はスプール１０４）ががたつきにくくなる。
【００６０】
　（Ｄ）スプール連結構造６５において、抜け止め部材５１は、嵌合部５０ｂの外周側に
装着可能なコイルバネ５１ａを有する。この場合には、コイルバネ５１ａの一端を抜け止
めして他端を自由長さ又は圧縮させてスプール軸８に接触させることにより回り止めピン
５０を抜け止めできる。
【００６１】
　（Ｅ）スプール連結構造６５において、回り止めピン５０は、第１回り止め部５０ａの
第１端側に形成された環状溝５０ｄをさらに有し、コイルバネ５１ａの第１端側の端部は
、環状の環状溝５０ｄに係止可能に小径に形成されている。この場合には、せん断力が作
用しない第１端側に環状溝５０ｄを形成しているので、環状溝５０ｄを形成しても小径の
回り止めピン５０の強度を確保して抜け止め部材５１を環状溝５０ｄにより抜け止めでき
る。
【００６２】
　（Ｆ）スプール連結構造６５（又はスプール連結構造１６５）において、スプール軸８
の外周面に嵌合し、ピン挿入部８ｄに連通する通過孔５２ａが形成されたスリーブ５２を
さらに備える。この場合には、スプール軸８を小径化しても、大径のスプール軸に適応す
るスプール４（又はスプール１０４）を連結可能になり、大径のスプール軸用のスプール
との互換性を確保できる。
【００６３】
　（Ｇ）スプール連結構造１６５において、スプール１０４は、釣り糸が巻き付けられる
糸巻胴部１２２ａと、糸巻胴部１２２ａの内周側に設けられた装着筒部１２２ｆと、を有
している。係合溝１２４ｃは、装着筒部１２２ｆに直径に沿って形成された溝である。こ
の場合には、スプール１０４とスプール軸８とを一体回転可能又は回転不能に連結できる
。
【００６４】
　（Ｈ）スプール連結構造６５において、スプール４は、スプール本体２２と、スプール
筒部２４と、を有している。スプール本体２２は、釣り糸が巻き付けられる糸巻胴部２２
ａと、糸巻胴部２２ａの内周側に設けられた装着筒部２２ｆと、を有している。スプール
筒部２４は、スプール本体２２を回転自在に支持するようにスプール軸８に装着される。
係合溝２４ｃは、スプール筒部２４の後端部２４ｂに直径に沿って形成された溝である。
この場合には、スプール本体２２とスプール筒部２４とが相対回転可能になるため、スプ
ール本体２２とスプール筒部２４との間にフロントドラグ機構２３を設けることができる
。
【００６５】
　＜他の実施形態＞
　以上、本発明の一実施形態について説明したが、本発明は上記実施形態に限定されるも
のではなく、発明の要旨を逸脱しない範囲で種々の変更が可能である。
【００６６】
　（ａ）前記２つの実施形態では、レバーブレーキ型のスピニングリールを例に発明を説
明したが、本発明が適用されるスピニングリールは、これに限定されない。例えば、リア
ドラグ型のスピニングリールやフロントドラグ型のスピニングリールにも本発明を適用で
きる。これらの場合は、ワンタッチ着脱機構を有するスピニングリールに適用するのが好
ましい。
【００６７】
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　（ｂ）前記の２つの実施形態では、抜け止め部材５１（又は抜け止め部材１５１）とし
てコイルバネ５１ａ又は合成樹脂製の筒状体１５１ａを開示したが、抜け止め部材はこれ
らに限定されない。例えば、複数枚の皿ばねや波板バネやＯリングを用いても良いし、中
心に円形孔が形成され外形が多角形の棒状部材であっても良い。
【００６８】
　（ｃ）前記２つの実施形態では、回り止めピン５０に形成された環状溝５０ｄにより抜
け止め部材５１（又は抜け止め部材１５１）が抜け止めされているが、根本発明はこれに
限定されない。例えば、環状溝５０ｄを設けずに、抜け止め部材自身の弾性等により回り
止めピン５０の第１回り止め部５０ａに対して抜け止めされていても良い。この場合、抜
け止め部材の内径を第１回り止め部の外径より僅かに小さくしても良い。
【符号の説明】
【００６９】
　２２　　スプール本体
　２２ａ　糸巻胴部
　２２ｆ　装着筒部（ボス部の一例）
　２３　　フロントドラグ機構
　２４　　スプール筒部（筒状部材の一例）
　２４ｃ　係合溝（回り止め溝の一例）
　５０　回り止めピン
　５０ａ　第１回り止め部
　５０ｂ　嵌合部
　５０ｃ　第２回り止め部
　５０ｄ　環状溝
　５１　　抜け止め部材
　５１ａ　コイルバネ
　５１ｂ　装着部
　５２　　スリーブ
　５２ａ　通過孔
　６５　　スプール連結構造
１０４　　スプール
１２２ａ　糸巻胴部
１２２ｆ　装着筒部（ボス部の一例）
１２４ｃ　係合溝（回り止め溝の一例）
１５１　　抜け止め部材
１５１ａ　筒状体
１５１ｂ　係合突起
１６５　　スプール連結構造
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】全図
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】
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